
(57)【要約】

【課題】デジタル情報を処理できる複数の機器を支援す

るＤＲＭ技術のライセンス方法を提供すること。

【解決手段】ライセンス情報を含むコンテンツを転送す

るが、ライセンス情報は、コンテンツの再生可能な２つ

以上の機器に対するそれぞれの固有の識別子を含むステ

ップ１と、コンテンツを受信し、ライセンス情報から前

記識別子を抽出するステップ２と、抽出した識別子のう

ち、自分の識別子と同じ識別子が存在する場合、コンテ

ンツを再生するステップ３とを含むことを特徴とする。

【選択図】図５
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 Ｄ Ｒ Ｍ 環 境 に お い て 、
　 ラ イ セ ン ス 情 報 を 含 む コ ン テ ン ツ を 転 送 す る が 、 前 記 ラ イ セ ン ス 情 報 は 、 前 記 コ ン テ ン
ツ の 再 生 可 能 な ２ つ 以 上 の 機 器 に 対 す る そ れ ぞ れ の 固 有 の 識 別 子 を 含 む ス テ ッ プ １ と 、
　 前 記 コ ン テ ン ツ を 受 信 し 、 前 記 ラ イ セ ン ス 情 報 か ら 前 記 識 別 子 を 抽 出 す る ス テ ッ プ ２ と
、
　 前 記 抽 出 し た 識 別 子 の う ち 、 自 分 の 識 別 子 と 同 じ 識 別 子 が 存 在 す る 場 合 、 前 記 コ ン テ ン
ツ を 再 生 す る ス テ ッ プ ３ と
　 を 含 む こ と を 特 徴 と す る Ｄ Ｒ Ｍ 技 術 の ラ イ セ ン ス 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 Ｄ Ｒ Ｍ 環 境 に お い て 、
　 ラ イ セ ン ス 情 報 を 含 む コ ン テ ン ツ を 転 送 す る が 、 前 記 ラ イ セ ン ス 情 報 は 、 前 記 コ ン テ ン
ツ の 再 生 可 能 な ２ つ 以 上 の 機 器 が 属 す る 論 理 領 域 を 区 別 す る 固 有 の 識 別 子 を 含 む ス テ ッ プ
１ と 、
　 前 記 コ ン テ ン ツ を 受 信 し 、 前 記 ラ イ セ ン ス 情 報 か ら 前 記 識 別 子 を 抽 出 す る ス テ ッ プ ２ と
、
　 前 記 抽 出 し た 識 別 子 が 該 当 の 機 器 の 属 す る 領 域 の 識 別 子 と 同 じ で あ る 場 合 、 前 記 コ ン テ
ン ツ を 再 生 す る ス テ ッ プ ３ と
　 を 含 む こ と を 特 徴 と す る Ｄ Ｒ Ｍ 技 術 の ラ イ セ ン ス 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 Ｄ Ｒ Ｍ 環 境 に お い て 、
　 ラ イ セ ン ス 情 報 を 含 む コ ン テ ン ツ を 転 送 す る が 、 前 記 ラ イ セ ン ス 情 報 は 、 前 記 コ ン テ ン
ツ を 再 生 す る 回 数 を 示 す 再 生 回 数 情 報 を 含 む ス テ ッ プ １ と 、
　 前 記 コ ン テ ン ツ を 受 信 し 、 前 記 ラ イ セ ン ス 情 報 か ら 前 記 再 生 回 数 情 報 を 抽 出 す る ス テ ッ
プ ２ と 、
　 前 記 抽 出 し た 再 生 回 数 情 報 か ら 前 記 受 信 し た コ ン テ ン ツ を 再 生 で き る こ と が 確 認 さ れ る
と 、 前 記 コ ン テ ン ツ を 再 生 す る ス テ ッ プ ３ と 、
　 変 更 さ れ た 再 生 回 数 情 報 や ラ イ セ ン ス を 他 の 機 器 に 伝 達 し 、 前 記 他 の 機 器 で 前 記 変 更 さ
れ た 再 生 回 数 情 報 を 抽 出 し て コ ン テ ン ツ を 使 用 す る ス テ ッ プ ４ と を 含 む こ と を 特 徴 と す る
Ｄ Ｒ Ｍ 技 術 の ラ イ セ ン ス 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 Ｄ Ｒ Ｍ 環 境 に お い て 、
　 ラ イ セ ン ス 情 報 を 含 む コ ン テ ン ツ を 転 送 す る が 、 前 記 ラ イ セ ン ス 情 報 は 、 前 記 コ ン テ ン
ツ の 再 生 可 能 な 機 器 の 数 を 示 す 機 器 数 情 報 を 含 む ス テ ッ プ １ と 、
　 前 記 コ ン テ ン ツ を 受 信 し 、 前 記 ラ イ セ ン ス 情 報 か ら 前 記 機 器 数 情 報 を 抽 出 す る ス テ ッ プ
２ と 、
　 前 記 抽 出 し た 機 器 数 情 報 か ら 前 記 受 信 し た コ ン テ ン ツ を 再 生 で き る こ と が 確 認 さ れ る と
、 前 記 コ ン テ ン ツ を 再 生 す る ス テ ッ プ ３ と 、
　 変 更 さ れ た 機 器 数 情 報 や ラ イ セ ン ス を 他 の 機 器 に 伝 達 し 、 前 記 他 の 機 器 で 前 記 変 更 さ れ
た 機 器 数 情 報 を 抽 出 し て コ ン テ ン ツ を 使 用 す る ス テ ッ プ ４ と
　 を 含 む こ と を 特 徴 と す る Ｄ Ｒ Ｍ 技 術 の ラ イ セ ン ス 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 Ｄ Ｒ Ｍ 環 境 に お い て 、
　 コ ン テ ン ツ の 再 生 可 能 な ２ つ 以 上 の 機 器 が 属 す る 論 理 領 域 を 管 理 す る サ ー バ が コ ン テ ン
ツ や 該 コ ン テ ン ツ に 対 す る ラ イ セ ン ス 情 報 を 受 信 す る ス テ ッ プ １ と 、
　 前 記 各 機 器 か ら 前 記 コ ン テ ン ツ が 要 求 さ れ る と 、 前 記 サ ー バ が 前 記 ス テ ッ プ １ で 受 信 し
た ラ イ セ ン ス 情 報 を 確 認 す る ス テ ッ プ ２ と 、
　 前 記 ス テ ッ プ ２ か ら 正 当 な ラ イ セ ン ス で あ る と 確 認 さ れ る と 、 前 記 サ ー バ は 、 前 記 機 器
に 要 求 さ れ た コ ン テ ン ツ を 提 供 し 、 自 分 の ラ イ セ ン ス 情 報 の 状 態 値 を 更 新 す る ス テ ッ プ ３
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と
　 を 含 む こ と を 特 徴 と す る Ｄ Ｒ Ｍ 技 術 の ラ イ セ ン ス 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 ラ イ セ ン ス 情 報 は 、 前 記 コ ン テ ン ツ を 再 生 す る 回 数 を 示 す 再 生 回 数 情 報 で あ る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の Ｄ Ｒ Ｍ 技 術 の ラ イ セ ン ス 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 ラ イ セ ン ス 情 報 は 、 コ ン テ ン ツ の 再 生 可 能 な 機 器 の 数 を 示 す 機 器 数 情 報 で あ る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の Ｄ Ｒ Ｍ 技 術 の ラ イ セ ン ス 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 ラ イ セ ン ス 情 報 は 、 コ ン テ ン ツ の 再 生 可 能 な 総 時 間 を 示 す コ ン テ ン ツ 再 生 時 間 情 報
で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の Ｄ Ｒ Ｍ 技 術 の ラ イ セ ン ス 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 Ｄ Ｒ Ｍ 環 境 に お い て 、
　 コ ン テ ン ツ の 再 生 可 能 な ２ つ 以 上 の 機 器 が 属 す る 論 理 領 域 を 管 理 す る サ ー バ が コ ン テ ン
ツ や 該 コ ン テ ン ツ に 対 す る ラ イ セ ン ス 情 報 を 受 信 す る ス テ ッ プ １ と 、
　 前 記 ス テ ッ プ １ で 受 信 し た ラ イ セ ン ス 情 報 を 前 記 領 域 に 属 す る 機 器 別 に 分 割 す る ス テ ッ
プ ２ と 、
　 前 記 ス テ ッ プ ２ で 分 割 さ れ た ラ イ セ ン ス 情 報 や ス テ ッ プ １ で 受 信 し た コ ン テ ン ツ を 該 当
の 機 器 に 転 送 す る ス テ ッ プ ３ と 、
　 前 記 ス テ ッ プ ３ か ら 受 信 し た 分 割 さ れ た ラ イ セ ン ス 情 報 に 基 づ い て コ ン テ ン ツ を 再 生 す
る ス テ ッ プ ４ と
　 を 含 む こ と を 特 徴 と す る Ｄ Ｒ Ｍ 技 術 の ラ イ セ ン ス 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 ラ イ セ ン ス 情 報 は 、 前 記 コ ン テ ン ツ を 再 生 す る 回 数 を 示 す 再 生 回 数 情 報 で あ る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ に 記 載 の Ｄ Ｒ Ｍ 技 術 の ラ イ セ ン ス 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 ラ イ セ ン ス 情 報 は 、 コ ン テ ン ツ の 再 生 可 能 な 機 器 の 数 を 示 す 機 器 数 情 報 で あ る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ に 記 載 の Ｄ Ｒ Ｍ 技 術 の ラ イ セ ン ス 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 ラ イ セ ン ス 情 報 は 、 コ ン テ ン ツ の 再 生 可 能 な 総 時 間 を 示 す コ ン テ ン ツ 再 生 時 間 情 報
で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ に 記 載 の Ｄ Ｒ Ｍ 技 術 の ラ イ セ ン ス 方 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 Ｄ Ｒ Ｍ （ デ ジ タ ル 著 作 権 管 理 ） 技 術 の ラ イ セ ン ス に 関 し 、 よ り 詳 し く は 、 デ
ジ タ ル 情 報 を 処 理 で き る 複 数 の 機 器 を 支 援 す る Ｄ Ｒ Ｍ 技 術 の ラ イ セ ン ス 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 般 に 、 従 来 の Ｄ Ｒ Ｍ 技 術 に お い て は 、 需 要 者 が 購 入 し た コ ン テ ン ツ や 当 該 の コ ン テ ン
ツ に 対 す る ラ イ セ ン ス の 内 容 に よ り 、 １ つ の 機 器 で の み 再 生 が 可 能 で あ っ た 。
　 即 ち 、 従 来 の Ｄ Ｒ Ｍ 環 境 で は 、 需 要 者 が コ ン テ ン ツ プ ロ バ イ ダ (contents provider)か
ら コ ン テ ン ツ の 供 給 を 受 け 、 前 記 コ ン テ ン ツ に 該 当 す る ラ イ セ ン ス を 購 入 し て い た 。 こ の
と き 、 ラ イ セ ン ス は 、 １ つ の 機 器 に 対 し て の み 適 用 で き る よ う に な っ て い る が 、 こ こ で は
、 デ バ イ ス バ イ ン デ ィ ン グ (device binding)方 式 や ユ ー ザ バ イ ン デ ィ ン グ (user binding)
方 式 の も の が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 デ バ イ ス バ イ ン デ ィ ン グ 方 式 は 、 需 要 者 の 購 入 し た ラ イ セ ン ス が 機 器 (device)に 従 属 さ
れ 、 該 当 す る 機 器 で の み コ ン テ ン ツ の 再 生 を 可 能 と す る 方 式 で あ る 。 ま た 、 ユ ー ザ バ イ ン
デ ィ ン グ の 方 式 は 、 購 入 し た ラ イ セ ン ス が ユ ー ザ に 従 属 さ れ る も の で あ り 、 例 え ば 、 Ｓ Ｉ
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Ｍ (Subscriber Identification Module)カ ー ド ま た は ス マ ー ト カ ー ド な ど を 用 い る 方 法 が
あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 図 １ は 、 従 来 の 一 般 的 な Ｄ Ｒ Ｍ ラ イ セ ン ス の 構 造 を 示 す 図 で あ り 、 Ｘ Ｍ Ｌ (eXtensible 
Markup Language)を 用 い て 表 現 し て い る 。
　 図 示 の よ う に 、 １ ラ イ ン ～ ５ ラ イ ン で は 、 Ｄ Ｒ Ｍ ラ イ セ ン ス の 開 始 を 示 し て お り 、 Ｘ Ｍ
Ｌ の 解 析 の た め の 情 報 を 示 す Ｘ Ｍ Ｌ ネ ー ム ス ペ ー ス に つ い て の 情 報 を 記 述 し て い る 。
　 ６ ラ イ ン ～ ８ ラ イ ン で は 、 Ｄ Ｒ Ｍ ラ イ セ ン ス の 適 用 さ れ る Ｄ Ｒ Ｍ シ ス テ ム の バ ー ジ ョ ン
情 報 を 記 述 し て い る 。
　 ９ ラ イ ン ～ ２ １ ラ イ ン で は 、 コ ン テ ン ツ 情 報 や Ｄ Ｒ Ｍ ラ イ セ ン ス の 具 体 的 な 内 容 を 含 み
、 そ れ ぞ れ <asset>エ レ メ ン ト と <permission>エ レ メ ン ト と で 表 現 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 <asset>エ レ メ ン ト は 、 １ １ ラ イ ン ～ １ ３ ラ イ ン に お い て 、 Ｄ Ｒ Ｍ ラ イ セ ン ス の 適 用 さ
れ る コ ン テ ン ツ の 識 別 子 (identifier)を 記 述 し て お り 、 １ ４ ラ イ ン ～ １ ６ ラ イ ン に お い て
は 、 暗 号 化 さ れ た コ ン テ ン ツ を 復 号 で き る コ ン テ ン ツ の 暗 号 鍵 (Content Encryption Key
、 CEK)情 報 を 記 述 し て い る 。
　 <permission>エ レ メ ン ト は 、 １ ８ ラ イ ン ～ ２ ０ ラ イ ン に お い て 、 コ ン テ ン ツ の 再 生 が 可
能 で あ る こ と を 記 述 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 図 ２ は 、 従 来 の 一 般 的 な Ｄ Ｒ Ｍ ラ イ セ ン ス の 他 の 構 造 を 示 す 図 で あ り 、 １ ９ ラ イ ン ～ ２
３ ラ イ ン で は 、 コ ン テ ン ツ を 再 生 で き る が 、 １ 回 の み 許 容 し て い る こ と を 記 述 し て い る 。
２ ０ ラ イ ン の <constraint>エ レ メ ン ト は 、 <count>エ レ メ ン ト の 他 に も <interval>、 <accu
mulated>、 <start>、 <end>の よ う な エ レ メ ン ト を 含 ん で も よ い 。
　 <interval>エ レ メ ン ト は 、 コ ン テ ン ツ の 使 用 可 能 な 期 間 を 示 し 、 そ の 開 始 時 点 は 、 コ ン
テ ン ツ を 最 初 に 使 用 し た 時 点 で あ る 。 例 え ば 、 <interval>エ レ メ ン ト の 値 が 「 １ ０ ｄ 」 に
表 さ れ る と 、 コ ン テ ン ツ を 最 初 に 使 用 し た 時 点 か ら １ ０ 日 の 間 、 当 該 の コ ン テ ン ツ を 自 由
に 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 <accumulated>エ レ メ ン ト は 、 コ ン テ ン ツ の 最 大 使 用 の 蓄 積 時 間 を 意 味 す る 。 例 え ば 、 <
accumulated>エ レ メ ン ト が 「 １ ０ ｈ 」 に 表 さ れ る と 、 全 体 の コ ン テ ン ツ の 再 生 時 間 が １ ０
時 間 以 上 と な っ て は な ら な い と い う こ と を 意 味 す る 。
　 <start>や <end>エ レ メ ン ト は 、 共 に 記 述 さ れ る が 、 <start>エ レ メ ン ト で 指 定 す る 日 付
か ら <end>で 指 定 す る 日 付 ま で 自 由 に 使 用 で き る こ と を 記 述 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 現 在 Ｄ Ｒ Ｍ に 関 す る 代 表 的 な 技 術 と し て は 、 マ イ ク ロ ソ フ ト 社 の Ｄ Ｒ Ｍ 、 Ｏ Ｍ Ａ  Ｄ Ｒ
Ｍ な ど が あ り 、 一 般 に 、 ラ イ セ ン ス の バ イ ン デ ィ ン グ さ れ た 単 一 の 機 器 で の み コ ン テ ン ツ
の 再 生 を 可 能 と な っ て い る た め 、 使 用 者 が 複 数 の 機 器 を 所 有 し て い る 場 合 に は 、 １ つ の コ
ン テ ン ツ や こ れ に 該 当 す る ラ イ セ ン ス を 用 い て 様 々 な 機 器 で コ ン テ ン ツ を 再 生 で き な い と
い う 不 便 が あ っ た 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 問 題 点 に 鑑 み な さ れ た も の で あ り 、 様 々 な 機 器 で デ ジ タ ル コ ン テ ン ツ を
再 生 で き る ラ イ セ ン ス 構 造 を 提 示 し 、 前 記 構 造 を 用 い て 様 々 な 機 器 で デ ジ タ ル コ ン テ ン ツ
を 再 生 で き る 、 複 数 の 機 器 を 支 援 す る Ｄ Ｒ Ｍ 技 術 の ラ イ セ ン ス 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的
と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 複 数 の 機 器 を 支 援 す る Ｄ Ｒ Ｍ 技 術
の ラ イ セ ン ス 方 法 は 、 ラ イ セ ン ス 情 報 を 含 む コ ン テ ン ツ を 転 送 す る が 、 前 記 ラ イ セ ン ス 情
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報 は 、 前 記 コ ン テ ン ツ の 再 生 可 能 な ２ つ 以 上 の 機 器 に 対 す る そ れ ぞ れ の 固 有 の 識 別 子 を 含
む ス テ ッ プ １ と 、 前 記 コ ン テ ン ツ を 受 信 し 、 前 記 ラ イ セ ン ス 情 報 か ら 前 記 識 別 子 を 抽 出 す
る ス テ ッ プ ２ と 、 前 記 抽 出 し た 識 別 子 の う ち 、 自 分 の 識 別 子 と 同 じ 識 別 子 が 存 在 す る 場 合
、 前 記 コ ン テ ン ツ を 再 生 す る ス テ ッ プ ３ と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 複 数 の 機 器 を 支 援 す る Ｄ Ｒ Ｍ 技 術 の ラ イ セ ン ス 方 法 は 、
ラ イ セ ン ス 情 報 を 含 む コ ン テ ン ツ を 転 送 す る が 、 前 記 ラ イ セ ン ス 情 報 は 、 前 記 コ ン テ ン ツ
の 再 生 可 能 な ２ つ 以 上 の 機 器 が 属 す る 論 理 領 域 を 区 別 す る 固 有 の 識 別 子 を 含 む ス テ ッ プ １
と 、 前 記 コ ン テ ン ツ を 受 信 し 、 前 記 ラ イ セ ン ス 情 報 か ら 前 記 識 別 子 を 抽 出 す る ス テ ッ プ ２
と 、 前 記 抽 出 し た 識 別 子 が 該 当 の 機 器 の 属 す る 領 域 の 識 別 子 と 同 じ で あ る 場 合 、 前 記 コ ン
テ ン ツ を 再 生 す る ス テ ッ プ ３ と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 複 数 の 機 器 を 支 援 す る Ｄ Ｒ Ｍ 技 術 の ラ イ セ ン ス 方 法 は 、
ラ イ セ ン ス 情 報 を 含 む コ ン テ ン ツ を 転 送 す る が 、 前 記 ラ イ セ ン ス 情 報 は 、 前 記 コ ン テ ン ツ
を 再 生 す る 回 数 を 示 す 再 生 回 数 情 報 を 含 む ス テ ッ プ １ と 、 前 記 コ ン テ ン ツ を 受 信 し 、 前 記
ラ イ セ ン ス 情 報 か ら 前 記 再 生 回 数 情 報 を 抽 出 す る ス テ ッ プ ２ と 、 前 記 抽 出 し た 再 生 回 数 情
報 か ら 前 記 受 信 し た コ ン テ ン ツ を 再 生 で き る こ と が 確 認 さ れ る と 、 前 記 コ ン テ ン ツ を 再 生
す る ス テ ッ プ ３ と 、 使 用 し た 再 生 回 数 ま た は 使 用 す る 再 生 回 数 を 除 い て 残 っ て い る 再 生 回
数 情 報 （ 変 更 さ れ た 再 生 回 数 情 報 ） や ラ イ セ ン ス を 他 の 機 器 に 伝 達 し 、 前 記 他 の 機 器 で 前
記 変 更 さ れ た 再 生 回 数 情 報 を 抽 出 し て 使 用 す る ス テ ッ プ ４ と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 一 方 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 複 数 の 機 器 を 支 援 す る Ｄ Ｒ Ｍ 技 術 の ラ イ セ ン ス 方 法 は 、
ラ イ セ ン ス 情 報 を 含 む コ ン テ ン ツ を 転 送 す る が 、 前 記 ラ イ セ ン ス 情 報 は 、 前 記 コ ン テ ン ツ
の 再 生 可 能 な 機 器 の 数 を 示 す 機 器 数 情 報 を 含 む ス テ ッ プ １ と 、 前 記 コ ン テ ン ツ を 受 信 し 、
前 記 ラ イ セ ン ス 情 報 か ら 前 記 機 器 数 情 報 を 抽 出 す る ス テ ッ プ ２ と 、 前 記 抽 出 し た 機 器 数 情
報 か ら 前 記 受 信 し た コ ン テ ン ツ を 再 生 で き る こ と が 確 認 さ れ る と 、 前 記 コ ン テ ン ツ を 再 生
す る ス テ ッ プ ３ と 、 使 用 し た 機 器 ま た は 使 用 す る 機 器 の 数 を 除 い て 残 っ て い る 機 器 数 情 報
（ 変 更 さ れ た 機 器 数 情 報 ） や ラ イ セ ン ス を 他 の 機 器 に 伝 達 し 、 前 記 他 の 機 器 で 前 記 変 更 さ
れ た 機 器 数 情 報 を 抽 出 し て 使 用 す る ス テ ッ プ ４ と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 複 数 の 機 器 を 支 援 す る Ｄ Ｒ Ｍ 技 術 の ラ イ セ ン ス 方 法 は 、
コ ン テ ン ツ の 再 生 可 能 な ２ つ 以 上 の 機 器 が 属 す る 論 理 領 域 を 管 理 す る サ ー バ が コ ン テ ン ツ
や 該 コ ン テ ン ツ に 対 す る ラ イ セ ン ス 情 報 を 受 信 す る ス テ ッ プ １ と 、 前 記 各 機 器 か ら 前 記 コ
ン テ ン ツ が 要 求 さ れ る と 、 前 記 サ ー バ が 前 記 ス テ ッ プ １ で 受 信 し た ラ イ セ ン ス 情 報 を 確 認
す る ス テ ッ プ ２ と 、 前 記 ス テ ッ プ ２ か ら 正 当 な ラ イ セ ン ス で あ る と 確 認 さ れ る と 、 前 記 サ
ー バ は 、 前 記 機 器 に 要 求 さ れ た コ ン テ ン ツ を 提 供 し 、 自 分 の ラ イ セ ン ス 情 報 の 状 態 値 を 更
新 す る ス テ ッ プ ３ と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 。 こ の と き 、 好 ま し く は 、 ラ イ セ ン ス 情 報 は
、 前 記 コ ン テ ン ツ を 再 生 す る 回 数 を 示 す 再 生 回 数 情 報 、 ま た は 、 コ ン テ ン ツ の 再 生 可 能 な
機 器 の 数 を 示 す 機 器 数 情 報 、 あ る い は 、 コ ン テ ン ツ の 再 生 可 能 な 総 時 間 を 示 す コ ン テ ン ツ
再 生 時 間 情 報 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 一 方 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 複 数 の 機 器 を 支 援 す る Ｄ Ｒ Ｍ 技 術 の ラ イ セ ン ス 方 法 は 、
コ ン テ ン ツ の 再 生 可 能 な ２ つ 以 上 の 機 器 が 属 す る 論 理 領 域 を 管 理 す る サ ー バ が コ ン テ ン ツ
や 該 コ ン テ ン ツ に 対 す る ラ イ セ ン ス 情 報 を 受 信 す る ス テ ッ プ １ と 、 前 記 ス テ ッ プ １ で 受 信
し た ラ イ セ ン ス 情 報 を 前 記 領 域 に 属 す る 機 器 別 に 分 割 す る ス テ ッ プ ２ と 、 前 記 ス テ ッ プ ２
で 分 割 さ れ た ラ イ セ ン ス 情 報 や ス テ ッ プ １ で 受 信 し た コ ン テ ン ツ を 該 当 の 機 器 に 転 送 す る
ス テ ッ プ ３ と 、 前 記 ス テ ッ プ ３ か ら 受 信 し た 分 割 さ れ た ラ イ セ ン ス 情 報 に 基 づ い て コ ン テ
ン ツ を 再 生 す る ス テ ッ プ ４ と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 。 こ の と き 、 好 ま し く は 、 前 記 ラ イ
セ ン ス 情 報 は 、 前 記 コ ン テ ン ツ を 再 生 す る 回 数 を 示 す 再 生 回 数 情 報 、 ま た は 、 コ ン テ ン ツ
の 再 生 可 能 な 機 器 の 数 を 示 す 機 器 数 情 報 、 あ る い は 、 コ ン テ ン ツ の 再 生 可 能 な 総 時 間 を 示

10

20

30

40

50

(5) JP 2005-92851 A 2005.4.7



す コ ン テ ン ツ 再 生 時 間 情 報 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の よ う な 本 発 明 に よ る 複 数 の 機 器 を 支 援 す る Ｄ Ｒ Ｍ 技 術 の ラ イ セ ン ス 方 法 に よ れ ば 、
Ｄ Ｒ Ｍ の コ ン テ ン ツ の 再 生 の た め の ラ イ セ ン ス 構 造 を 用 い て 、 前 記 コ ン テ ン ツ を 複 数 の 機
器 で 再 生 で き る よ う に し 、 コ ン テ ン ツ の 利 用 者 は 、 様 々 な Ｄ Ｒ Ｍ 環 境 で よ り 便 利 に コ ン テ
ン ツ を 利 用 で き る 効 果 を 有 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 を 、 添 付 図 面 に 基 づ い て 詳 し く 説 明 す る 。
　 一 方 、 Ｄ Ｒ Ｍ ラ イ セ ン ス は 、 そ の 状 態 値 が 変 化 す る 場 合 と 、 変 化 し な い 場 合 と に 分 け て
考 え ら れ る 。 即 ち 、 <start>、 <end>エ レ メ ン ト を 記 述 す る 場 合 に は 、 該 当 の 期 間 の 間 に コ
ン テ ン ツ を 使 用 で き る た め 、 該 当 の 値 が 変 化 し な い 。 し か し 、 図 ２ の ２ １ ラ イ ン の よ う に
、 コ ン テ ン ツ の 使 用 回 数 を 制 限 し て い る 場 合 に は 、 前 記 コ ン テ ン ツ を 使 用 す る た び に そ の
値 が 変 化 す る こ と に な る 。 本 発 明 で は 、 こ の よ う に 、 Ｄ Ｒ Ｍ ラ イ セ ン ス の 状 態 値 が 変 化 す
る 場 合 と 変 化 し な い 場 合 と に そ れ ぞ れ 適 用 で き る 方 法 に つ い て 説 明 す る 。 ま た 、 後 述 す る
Ｄ Ｒ Ｍ ラ イ セ ン ス 構 造 は 、 Ｄ Ｒ Ｍ 環 境 に よ り 、 Ｘ Ｍ Ｌ で 表 現 さ れ た り 、 別 の オ ブ ジ ェ ク ト
(object)ま た は デ ー タ 構 造 と し て 具 現 で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ３ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ り Ｄ Ｒ Ｍ ラ イ セ ン ス 構 造 に 複 数 の 機 器 の 識 別 子 を 記 述 す
る 方 法 を 示 す 図 で あ り 、 コ ン テ ン ツ の 再 生 可 能 な 機 器 の 固 有 の 識 別 子 を 記 述 す る 方 法 を 示
し て い る 。 従 っ て 、 Ｄ Ｒ Ｍ ラ イ セ ン ス 構 造 に 記 述 さ れ た 機 器 の 識 別 子 に 対 応 す る 機 器 の み
に コ ン テ ン ツ を 利 用 で き る 権 利 が 与 え ら れ る 。 即 ち 、 Ｄ Ｒ Ｍ 機 能 を 有 す る 機 器 を 所 有 し て
い る 使 用 者 は 、 様 々 な 機 器 で 再 生 で き る 事 項 が 記 述 さ れ た ラ イ セ ン ス 構 造 を ラ イ セ ン ス 提
供 者 か ら 購 入 す る 。 前 記 ラ イ セ ン ス 構 造 に は 、 コ ン テ ン ツ の 再 生 可 能 な 機 器 の 固 有 の 識 別
子 が 記 述 さ れ て い る 。 従 っ て 、 各 機 器 は 、 前 記 ラ イ セ ン ス 構 造 に 記 述 さ れ た 機 器 の 識 別 子
が 自 分 の も の と 一 致 す る と 、 該 当 の コ ン テ ン ツ を 再 生 す る こ と が で き る 。 こ の よ う な 方 法
は 、 Ｄ Ｒ Ｍ ラ イ セ ン ス の 状 態 値 の 変 化 し な い 構 造 に 好 適 に 適 用 で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ４ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ り Ｄ Ｒ Ｍ ラ イ セ ン ス 構 造 に 特 定 の ド メ イ ン 識 別 子 を 記 述
す る 方 法 を 示 す 図 で あ り 、 コ ン テ ン ツ の 再 生 可 能 な 機 器 を 含 む 特 定 の ド メ イ ン の 固 有 の 識
別 子 を 記 述 す る 方 法 で あ る 。 従 っ て 、 Ｄ Ｒ Ｍ ラ イ セ ン ス 構 造 に 記 述 さ れ た ド メ イ ン 識 別 子
に 対 応 す る ド メ イ ン に 含 ま れ る 機 器 の み に コ ン テ ン ツ を 利 用 で き る 権 利 が 与 え ら れ る 。 こ
の よ う な 方 法 は 、 Ｄ Ｒ Ｍ ラ イ セ ン ス の 状 態 値 の 変 化 し な い 構 造 に 好 適 に 適 用 で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ３ ま た は 図 ４ に 示 す 構 造 は 、 コ ン テ ン ツ プ ロ バ イ ダ ま た は 別 の ラ イ セ ン ス 提 供 者 に よ
り 提 供 さ れ 、 使 用 者 側 に 別 の Ｄ Ｒ Ｍ サ ー バ を 設 置 す る 必 要 が な い 。
　 図 ５ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ り Ｄ Ｒ Ｍ サ ー バ を 中 心 と し て Ｄ Ｒ Ｍ ラ イ セ ン ス を 管 理 す
る 方 法 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 即 ち 、 識 別 可 能 な ド メ イ ン ５ ０ ０ に は 、 コ ン テ ン ツ の 再 生 可 能 な 種 々 の 機 器 ５ ３ ０ 、 ５
４ ０ 、 ５ ５ ０ と 、 外 部 か ら 受 信 す る コ ン テ ン ツ の ラ イ セ ン ス を 管 理 す る Ｄ Ｒ Ｍ サ ー バ ５ ２
０ と を 備 え て い る 。 一 方 、 ラ イ セ ン ス 提 供 者 ５ １ ０ は 、 該 当 の コ ン テ ン ツ に 対 す る ラ イ セ
ン ス 構 造 ５ ６ ０ を 提 供 す る が 、 前 記 コ ン テ ン ツ を 提 供 す る コ ン テ ン ツ プ ロ バ イ ダ が 該 当 の
コ ン テ ン ツ と 共 に ラ イ セ ン ス 構 造 を 提 供 す る こ と も で き る 。 前 記 Ｄ Ｒ Ｍ サ ー バ ５ ２ ０ は 、
ラ イ セ ン ス と 、 こ れ に 関 連 す る ラ イ セ ン ス 状 態 情 報 と を 管 理 す る 。 従 っ て 、 図 ５ に 示 す Ｄ
Ｒ Ｍ ラ イ セ ン ス 管 理 方 法 は 、 ラ イ セ ン ス の 状 態 値 の 変 化 に 関 わ ら ず 、 適 用 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 先 ず 、 Ｄ Ｒ Ｍ サ ー バ ５ ２ ０ と 機 器 ５ ３ ０ 、 ５ ４ ０ 、 ５ ５ ０ と の 間 で 認 証 過 程 を 行 う こ と
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に よ り 、 前 記 ド メ イ ン ５ ０ ０ 内 に 属 す る 正 当 な 機 器 で あ る か 否 か を 確 認 す る 。 そ の 後 、 Ｄ
Ｒ Ｍ サ ー バ ５ ２ ０ と 機 器 ５ ３ ０ 、 ５ ４ ０ 、 ５ ５ ０ と の 間 で 送 受 信 す る 情 報 の 保 護 の た め に
、 暗 号 鍵 を 生 成 す る 過 程 を 経 る こ と に な り 、 機 器 は 、 Ｄ Ｒ Ｍ サ ー バ ５ ２ ０ に コ ン テ ン ツ の
使 用 を 要 求 す る 。 Ｄ Ｒ Ｍ サ ー バ ５ ２ ０ は 、 前 記 要 求 に よ り 、 コ ン テ ン ツ の 使 用 を 要 求 し た
機 器 が Ｄ Ｒ Ｍ サ ー バ ５ ２ ０ の ラ イ セ ン ス 構 造 に 記 述 さ れ て い る 機 器 で あ る か 否 か を 確 認 す
る 。 ラ イ セ ン ス 構 造 に 記 述 さ れ て い る 機 器 で あ る と 確 認 さ れ る と 、 機 器 が コ ン テ ン ツ を 再
生 で き る よ う に し 、 こ れ に よ る ラ イ セ ン ス の 状 態 値 を 修 正 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 一 方 、 前 記 Ｄ Ｒ Ｍ サ ー バ ５ ２ ０ が ラ イ セ ン ス 権 を 自 分 の 管 理 し て い る 機 器 ５ ３ ０ 、 ５ ４
０ 、 ５ ５ ０ に 分 割 し て 提 供 す る と 、 前 記 機 器 ５ ３ ０ 、 ５ ４ ０ 、 ５ ５ ０ は 、 割 り 当 て ら れ た
権 限 内 で コ ン テ ン ツ を 利 用 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 前 記 ラ イ セ ン ス 権 が 再 生 時 間 に 関
す る も の で あ る 場 合 、 そ れ ぞ れ の 機 器 ５ ３ ０ 、 ５ ４ ０ 、 ５ ５ ０ 別 の 再 生 可 能 時 間 を 分 割 し
て 割 り 当 て る 。 さ ら に 他 の 例 と し て 、 再 生 可 能 回 数 に 関 す る も の で あ る 場 合 、 そ れ ぞ れ の
機 器 ５ ３ ０ 、 ５ ４ ０ 、 ５ ５ ０ 別 の 再 生 可 能 回 数 を 分 割 し て 割 り 当 て る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ６ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ り コ ン テ ン ツ を 再 生 す る 機 器 の 数 を 制 限 す る た め の Ｄ Ｒ
Ｍ ラ イ セ ン ス 構 造 を 示 す 図 で あ る 。 即 ち 、 Ｄ Ｒ Ｍ ラ イ セ ン ス 構 造 に コ ン テ ン ツ の 再 生 可 能
な 機 器 の 識 別 子 を 記 述 せ ず 、 コ ン テ ン ツ を 再 生 す る 機 器 の 数 に つ い て 情 報 を 記 述 し 、 図 ５
に 示 す Ｄ Ｒ Ｍ サ ー バ ５ ２ ０ が 機 器 の 数 を 管 理 す る 方 式 で あ る 。 図 ６ に は 、 最 大 の 場 合 、 五
つ の 機 器 ま で に コ ン テ ン ツ の 再 生 を 許 容 し て い る こ と を 示 し て い る 。 図 ６ に 示 す よ う に 、
機 器 の 数 を 指 定 す る 方 法 は 、 機 器 の 固 有 の 識 別 子 を 正 確 に 分 か っ て い な い と き や 、 新 し い
機 器 を 追 加 ま た は 除 去 す る と き に も Ｄ Ｒ Ｍ サ ー バ ５ ２ ０ が 効 率 よ く ラ イ セ ン ス を 管 理 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 以 上 の よ う に 、 上 記 実 施 形 態 を 参 照 し て 詳 細 に 説 明 さ れ 図 示 さ れ た が 、 本 発 明 は 、 こ れ
に 限 定 さ れ る も の で な く 、 こ の よ う な 本 発 明 の 基 本 的 な 技 術 的 思 想 を 逸 脱 し な い 範 囲 内 で
、 当 業 界 の 通 常 の 知 識 を 有 す る 者 に と っ て は 、 他 の 多 く の 変 更 が 可 能 で あ ろ う 。 ま た 、 本
発 明 は 、 添 付 の 特 許 請 求 の 範 囲 に よ り 解 釈 さ れ る べ き で あ る こ と は 言 う ま で も な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 図 １ 】 従 来 の 一 般 的 な Ｄ Ｒ Ｍ ラ イ セ ン ス 構 造 の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 従 来 の 一 般 的 な Ｄ Ｒ Ｍ ラ イ セ ン ス 構 造 の 他 の 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ り Ｄ Ｒ Ｍ ラ イ セ ン ス 構 造 に 複 数 の 機 器 の 識 別 子 を 記 述 す る
方 法 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ り Ｄ Ｒ Ｍ ラ イ セ ン ス 構 造 に 特 定 の ド メ イ ン 識 別 子 を 記 述 す
る 方 法 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ り Ｄ Ｒ Ｍ サ ー バ を 中 心 と し て Ｄ Ｒ Ｍ ラ イ セ ン ス を 管 理 す る
方 法 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ り コ ン テ ン ツ を 再 生 す る 機 器 の 数 を 制 限 す る た め の Ｄ Ｒ Ｍ
ラ イ セ ン ス 構 造 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ５ １ ０ … Ｄ Ｒ Ｍ サ ー ビ ス 提 供 者
　 ５ ２ ０ … Ｄ Ｒ Ｍ サ ー バ
　 ５ ３ ０ 、 ５ ４ ０ 、 ５ ５ ０ … 機 器
　 ５ ６ ０ … ラ イ セ ン ス 構 造
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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